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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
反射電極及び透過電極を有する第１基板と、
前記第１基板と対向する面にカラーフィルタ層を有する第２基板と、
前記第１基板及び第２基板の間に配置された液晶層とを有する半透過型液晶表示装置にお
いて、
前記反射電極に対向するカラーフィルタ層の一部分に開口が設けられ、一部の色のカラー
フィルタ層の開口に部分的に別の色のカラーフィルタ層が設けられていることを特徴とす
る半透過型液晶表示装置。
【請求項２】
前記別の色のカラーフィルタ層が青（Ｂ）のフィルタ層であり、前記一部の色のカラーフ
ィルタ層が赤（Ｒ）及び緑（Ｇ）のフィルタ層の少なくとも一方であることを特徴とする
請求項１に記載の半透過型液晶表示装置。
【請求項３】
前記別の色のカラーフィルタ層の膜厚と前記一部の色のカラーフィルタ層の膜厚とが同一
であることを特徴とする請求項１又は２に記載の半透過型液晶表示装置。
【請求項４】
前記別の色のカラーフィルタ層が前記一部のカラーフィルタ層の境界部に接して設けられ
ていることを特徴とする請求項３に記載の半透過型液晶表示装置。
【請求項５】
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前記第１基板上にはさらに補助容量電極が設けられており、前記開口の少なくとも一部が
該補助容量電極と対向する位置に設けられていることを特徴とする請求項１～４の何れか
１項に記載の半透過型液晶表示装置。
【請求項６】
前記第１基板上には前記反射電極及び透過電極に接続されている薄膜電界効果トランジス
タ（ＴＦＴ）を有し、前記開口の一部が該ＴＦＴと対向する位置に設けられていることを
特徴とする請求項１～５の何れか１項に記載の半透過型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、半透過型液晶表示装置に関し、特にカラーフィルタに開口を設けた半透過型液
晶表示装置において、色度調整を自由に行うことができ、かつ良好な表示品位を有する半
透過型液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、情報通信機器のみならず一般の電気機器においても液晶表示装置の適用が急速に普
及している。特に、携帯型のものについては消費電力を減少させるためにバックライトを
必要としない反射型の液晶表示装置が多く用いられているが、この反射型液晶表示装置は
、外光を光源として用いるために、暗い室内などでは見えにくくなってしまう。そこで、
近年に至り特に透過型と反射型の性質を併せ持つ半透過型の液晶表示装置の開発が進めら
れてきている。
【０００３】
この半透過型液晶表示装置は、一つの画素内に透明電極を備えた透過部と反射電極を備え
た反射部を有しており、暗い場所においてはバックライトを点灯して画素領域の透過部を
利用して画像を表示し、明るい場所においてはバックライトを点灯することなく反射部に
おいて外光を利用して画像を表示しているため、常時バックライトを点灯する必要がなく
なるので、消費電力を大幅に低減させることができるという利点を有している。
【０００４】
この半透過型液晶表示装置の構成及び動作原理を図３及び図４を用いて説明する。なお、
図３は、半透過型液晶表示装置１００のＲＧＢの３つのサブ画素から形成される１画素部
分において、各サブ画素ごとにカラーフィルタ層１０２Ｒ、１０２Ｇ、１０２Ｂを配置し
た平面図、図４は図３のＡ－Ａ線に沿う簡略化した横断面図である。このカラーフィルタ
層１０２Ｒ、１０２Ｇ、１０２Ｂは、それぞれがＲ、Ｇ、Ｂの一般的なカラーフィルタ層
を示しており、図３に示すように、透過部１０４、反射電極１０６を有する反射部及び薄
膜電界効果トランジスタ（ＴＦＴ）素子１０８の全部分にオーバーラップするようにスト
ライプ状に配置されている。なお、１０９及び１１０はそれぞれ走査線及び映像線を示す
。この半透過型液晶表示装置１００は、図４に示すように、下側基板１１２上には、各サ
ブ画素ごとに透過部１０４の部分を除いてアルミニウム金属等からなる反射電極１０６が
設けられている。
【０００５】
一方、前記下側基板１１２に対向してそれぞれカラーフィルタ１０２Ｒ、１０２Ｇ、１０
２Ｂが設けられた上側基板１１８が配置され、この上側基板１１８と下側基板１１２の間
に所定の液晶材料１２０が配置され、図示しない偏光板、バックライト等と組み合わされ
て半透過型液晶表示装置が形成されている。
【０００６】
このような半透過型液晶表示装置１００は、透過部１０４に対応するカラーフィルタ層で
はバックライトからの光が透過するのは１回であるのに対し、反射電極１０６を有する反
射部に対応するカラーフィルタ層では外光が入射する際と反射電極１０６で反射されて出
射する際の２回透過するので、反射部の透過率は透過部１０４の透過率の約半分となって
しまい、反射部及び透過部の両者で明るく色純度の高いカラー表示を実現することは困難
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となる問題点が存在していた。したがって、半透過型液晶表示装置用のカラーフィルタに
おいては、明るく色純度の高いカラー表示を実現するためには、上述の反射部と透過部と
の間の透過率ないしは色度に差異を設ける必要があった。
【０００７】
このような半透過型液晶表示装置の反射部と透過部との間の透過率ないしは色度に差異を
設ける方法の一例として、フィルタ層の着色層の厚さを変更することにより行う方法が知
られているが（下記特許文献１参照）、この方法で反射部の色度を調整すると、透過部の
色度も変化してしまい、加えて膜厚変更により着色パターン（Ｒ、Ｇ、Ｂ）間での段差が
大きくなってしまうためにセルギャップが各色ごとに異なる状態となり、表示品位の劣化
につながるという問題点や製造プロセスが増加してしまう問題点等が存在していた。
【０００８】
一方、半透過型液晶表示装置の反射部と透過部との間でカラーフィルタの透過率ないしは
色度に差異を設けるとともに、このカラーフィルタを１回のパターンニングで形成したも
のが下記特許文献２に開示されている。この特許文献２に開示されている半透過型液晶表
示装置１３０の具体例を図５及び図６を用いて説明する。図５は、ＲＧＢの３つのサブ画
素から成る１画素部分において、各サブ画素ごとにカラーフィルタ層１４２Ｒ、１４２Ｇ
、１４２Ｂを配置した平面図であり、図５においてはカラーフィルタは１サブ画素分のみ
斜線を付して表し、他の２つのサブ画素では斜線は省略されている。また、図６は図５の
Ａ－Ａ線に沿った簡略化した横断面図である。
【０００９】
図５及び図６において、下側基板１３４には各サブ画素ごとに反射電極１３６と透明電極
１３８とが所定の形状に形成されており、それに対向するカラーフィルタ基板１４０上に
は、カラーフィルタ層１４２Ｒ、１４２Ｇ、１４２Ｂと透明電極１４４とがそれぞれ形成
されている。この下側基板１３４の反射電極１３６及び透明電極１３８とカラーフィルタ
基板１４０上に形成された透明電極１４４との間には、負の誘電異方性を示す液晶材料を
用いた垂直配向性液晶材料１４６が配置され、図示省略した偏光板、バックライト、１／
４波長板等と組み合わされて半透過型液晶表示装置１３０が形成されている。なお、１４
９は走査線、１５０は映像線である。
【００１０】
そして、この半透過型液晶表示装置においては、カラーフィルタ層１４２Ｒ、１４２Ｇ、
１４２Ｂは、反射電極１３６の全てにはオーバーラップしないように、また透明電極１３
８の全部分には必ずオーバーラップするようにストライプ状に設けられている。すなわち
、この半透過型液晶表示装置のカラーフィルタ基板１４０は、サブ画素各々の反射電極１
３６に対応する部分において、そのサブ画素に対応するカラーフィルタ層１４２Ｒ、１４
２Ｇ、１４２Ｂが形成されている部分と、カラーフィルタ層１４２Ｒ、１４２Ｇ、１４２
Ｂが形成されていない未形成部１４８Ｒ、１４８Ｇ、１４８Ｂとから構成されている。そ
してこのカラーフィルタが形成されている部分の面積とカラーフィルタが形成されていな
い未形成部の面積比を変えることにより、各色によって明るさと色純度が最適な値となる
ように調整されている。そして、通常は緑のフィルタの未形成部１４８Ｇの面積が最も大
きく、青のフィルタの未形成部１４８Ｂの面積が最も小さくなされている。
【００１１】
このカラーフィルタ層に未形成部１４８Ｒ、１４８Ｇ、１４８Ｂを設けた半透過型液晶表
示装置は、カラーフィルタ層の未形成部で白色を表示させ、カラーフィルタ層が形成され
ている部分でそれぞれのカラーフィルタの種類の応じた色を表示させ、両者の色を混色さ
せることにより反射部で必要な明るい表示を実現するようになしたものである。
【００１２】
【特許文献１】
特開平１１－１０９３３３号公報（請求項１、７）
【特許文献２】
特開２０００－１１１９０２号公報（請求項１、段落「００６６」）
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【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
このようなカラーフィルタに未形成部を設けた半透過型液晶表示装置によれば、従来の半
透過型液晶表示装置と比する反射部と透過部とにおいて表示の改善を実現できるようにな
るが、単にカラーフィルタに未形成部を設け、その未形成部の大きさを各色のフィルタご
とに変えたのみでは、元来反射部での表示自体が黄色がかっていたために、全体としても
黄色がかった表示となってしまうという新たな問題点が存在していた。
【００１４】
そこで、本願の発明者等はこのカラーフィルタに未形成部を設けた半透過型液晶表示装置
において前記の問題点を解決すべく種々実験を繰り返した結果、所定のカラーフィルタ層
の未形成部に部分的に別の色のフィルタ層を形成すると、その色調を変えることができる
ことを見出した。すなわち、例えば、赤（Ｒ）ないしは緑（Ｇ）のフィルタ層の開口に部
分的に青（Ｂ）のカラーフィルタ層を形成すると、色度座標系における緑色成分ないしは
赤色成分を青色成分側へ移行させることができるために黄色成分を減じることができるの
で、前記したような半透過型液晶表示装置の表示が黄色がかってしまうという問題点を解
決することができることを見出し、本願発明を完成するに至ったものである。
【００１５】
なお、本願発明では、使用する半透過型液晶表示装置の電極配置に応じて、カラーフィル
タ層の未形成部をカラーフィルタの側面に配置してもよく、また、カラーフィルタの中央
部に「窓」をあけることにより配置してもよいので、以下においてはこのカラーフィルタ
層に設ける未形成部を「開口」と表現する。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明によれば、
反射電極及び透過電極を有する第１基板と、
前記第１基板と対向する面にカラーフィルタ層を有する第２基板と、
前記第１基板及び第２基板の間に配置された液晶層とを有する半透過型液晶表示装置にお
いて、
前記反射電極に対向する各カラーフィルタ層の一部分に開口が設けられ、一部の色のカラ
ーフィルタ層の開口に部分的に別の色のカラーフィルタ層が設けられている半透過型液晶
表示装置が提供される。
【００１７】
係る半透過型液晶表示装置によれば、反射部での明るさを増大させることができるととも
に、一部の色のカラーフィルタ層の開口に部分的に設けられた別のカラーフィルタ層によ
りその画素の色調を自由に調節できるので、所望の色調の半透過型液晶表示装置を得るこ
とができるようになる。
【００１８】
この場合、前記別の色のカラーフィルタ層が青（Ｂ）のフィルタ層であり、前記一部の色
のカラーフィルタ層が赤（Ｒ）及び緑（Ｇ）のフィルタ層の少なくとも１方とすることが
好ましい。このような構成を採用することにより、赤（Ｒ）ないしは緑（Ｇ）のフィルタ
層に青（Ｂ）成分を付加することができるので、色度座標系における緑色成分及び赤色成
分を青色成分側へ移行させることができるために黄色成分を減じることができるため、本
来黄色がかった表示となっていた半透過型液晶表示装置の色度を正常な色度に調整するこ
とができ、純白表示が可能となる。
【００１９】
また、前記半透過型液晶表示装置においては、前記別の色のカラーフィルタ層の膜厚と前
記一部の色のカラーフィルタ層の膜厚とを同一とすることが好ましい。係る構成を採用す
ることにより、反射部においてカラーフィルタ層の膜厚の変化が少なくなるので、セルギ
ャップの相違に基づく液晶分子の配向の乱れが少なくなって高品質な表示ができるように
なる。
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【００２０】
また、前記半透過型液晶表示装置においては、前記別の色のカラーフィルタ層が前記一部
の色のカラーフィルタ層の境界部に接して設けられているようになすことが好ましい。こ
のような構成を採用すれば、前記別の色のカラーフィルタ層を前記一部の色のカラーフィ
ルタ層と分離して設けるよりも段差が少なくなるので、反射部においてセルギャップを変
化を少なくすることができ、セルギャップの相違に基づく液晶分子の配向の乱れが少なく
なって高品質な表示ができるようになる。
【００２１】
さらに、前記半透過型液晶表示装置においては、前記第１基板上にはさらに補助容量電極
が設けられており、前記開口の少なくとも一部が該補助容量電極と対向する位置に設ける
ことが望ましい。この場合においても、前記第１基板は補助容量電極部分で厚さが厚くな
っているために、セルギャップを一定にすることができ、セルギャップの相違に基づく液
晶分子の配向の乱れが少なくなって高品質な表示ができるようになる。
【００２２】
さらにまた、前記半透過型液晶表示装置においては、前記第１基板上には前記反射電極及
び透過電極に接続されている薄膜電界効果トランジスタ（ＴＦＴ）を有し、前記開口の一
部が該ＴＦＴと対向する位置に設けられているようになすことが好ましい。通常第１基板
のＴＦＴ部分は厚くなっているため、係る構成を採用することにより、セルギャップの相
違に基づく液晶分子の配向の乱れが少なくなって高品質な表示ができる。またＴＦＴ上に
凹凸が形成されていない場合には係る構成により反射効率の低下を抑えて所定の大きさの
開口を確保することができるので、明るい半透過型液晶表示装置を得ることができるよう
になる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の半透過型液晶表示装置の一具体例を図１及び図２を用いて詳細に説明する
。なお、図１は、本発明の半透過型液晶表示装置１０のＲＧＢの３つのサブ画素から形成
される１画素部分において、サブ画素ごとにカラーフィルタ層１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂを
配置した平面図、図２は図１のＡ－Ａ線に沿う簡略化した横断面図である。このカラーフ
ィルタ層１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂは、それぞれがＲ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタ層を示して
おり、図１に示すように、サブ画素ごとに透過部１４、反射電極１６を有する反射部及び
ＴＦＴ素子１８の全部分にオーバーラップするようにストライプ状に配置されている。な
お、１９及び２０はそれぞれ走査線及び映像線を示す。
【００２４】
この半透過型液晶表示装置１０は、図２に示すように、下側基板（第１基板）２２上に、
透過部１４の部分を除いて、絶縁層２４を介してアルミニウム金属等からなる反射電極１
６が設けられており、この反射電極１６及び透過部１４の部分の両者ともＩＴＯやＩＺＯ
（インジウム－亜鉛－酸化物）からなる透明電極２６で被覆され、この透明電極２６はコ
ンタクトホール部分１５でＴＦＴ素子１８のドレイン電極Ｄと電気的に導通されている。
このような構成を採用すると、反射部の電位と透過部１４の電位とは等しくなる。
【００２５】
一方、前記下側基板２２に対向してカラーフィルタ層１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂが設けられ
た上側基板（第２基板）２８が配置され、この上側基板２８と下側基板２２の間に所定の
液晶材料３０が配置され、図示しない偏光板、バックライト等と組み合わされて半透過型
液晶表示装置１０が形成されている。そして、それぞれのカラーフィルタ層１２Ｂ、１２
Ｒ、１２Ｇに別個に着色部を有しない開口３２Ｂ、３２Ｒ、３２Ｇが設けられており、そ
の開口の大きさは、上記特許文献２に開示されているものと同様に、緑のフィルタ１２Ｇ
の開口３２Ｇの面積が最も大きく、青のフィルタ１２Ｂの開口３２Ｂの面積が最も小さく
なされている。
【００２６】
そして、この具体例においては、単に３つの開口３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂを設けたのみで
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は、表示が黄色がかってしまうため、３つの開口のうち、赤のフィルタ層１２Ｒの開口３
２Ｒ及び緑のフィルタ層１２Ｇの開口３２Ｇの一部分にそれぞれ青のフィルタ層３２ＲＢ
及び３２ＧＢが設けられている。この青のフィルタ層３２ＲＢ及び３２ＧＢは、赤又は緑
のフィルタ層１２Ｒ、１２Ｇのうちの少なくとも１つの開口３２Ｒ又は３２Ｇの一部分に
設けられておればよく、必ずしも２つの開口３２Ｒ及び３２Ｇの両者に設けることは必要
ない。その場合、開口の大きさ及び開口の一部に設ける青のフィルタ層の面積を実験的に
適宜変更することにより所望の色調及び明るさが得られるようにすることができる。
【００２７】
なお、上記具体例では、青のフィルタ層３２ＲＢ及び３２ＧＢは、それぞれ赤のフィルタ
層１２Ｒの開口３２Ｒ及び緑のフィルタ層１２Ｇの開口３２Ｇの境界部と接触しているよ
うに設けたが、前記開口３２Ｒ及び３２Ｇの境界部と接触していないように独立して設け
てもよい。しかしながら、上記具体例のように、青のフィルタ層３２ＧＢ及び３２ＲＢは
、それぞれ前記開口３２Ｇ及び３２Ｒの境界部と接触しているように設けた方がカラーフ
ィルタ層表面の段差を減らすことができるので、反射部において液晶分子の配向の乱れを
減らすことができるため、各画素の特性変化を小さく押さえることができ、表示品位を良
好なレベルで保つことができるようになる。
【００２８】
さらに、青のフィルタ層３２ＲＢもしくは３２ＧＢは、フィルタ層の膜厚の変化をなくし
てセルギャップを一定に保つために、それぞれのフィルタ層１２Ｒ又は１２Ｇと同じ膜厚
となるように設けることが望ましい。
【００２９】
また、半透過型液晶表示装置においては、図示していない補助容量電極が反射電極１６の
下部に走査線１９と平行に設けられているので、通常その補助容量電極部分において下側
基板２２側が厚くなっている。そのため、下側基板と上側基板との間のセルギャップをで
きるだけ均一に維持して均一な発色がなされるようになすために、前記フィルタ層の開口
部３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂはこの補助容量電極が設けられている部分に配置するとよい。
【００３０】
加えて、通常ＴＦＴ１８上は下側基板２２側が厚くなっている。そのため、下側基板と上
側基板との間のセルギャップをできるだけ均一に維持して均一な発色がなされるようにな
すために、前記フィルタ層の開口部３２Ｒ、３２Ｇ、３２ＢをＴＦＴ１８上に配置しても
よい。また反射電極の表面は、図２に示すように、通常反射効率を高めるために凹凸部が
設けられているが、ＴＦＴ１８部分は絶縁膜２４が十分な厚さを有していない等の理由に
より凹凸部を形成することが難しく、ＴＦＴ１８上に凹凸部が形成されていないことも多
い。反射効率維持等の目的で凹凸部上にフィルタ層の開口を形成したくない場合には、凹
凸部のないＴＦＴ１８上にフィルタ層の開口を形成することにより所望の開口の大きさを
確保して所望の輝度を達成できるようにすることも可能である。
【００３１】
【発明の効果】
以上述べたように、本発明によれば、反射電極に対向する所定のカラーフィルタ層の開口
に部分的に別の色のフィルタ層を形成するようにしたので、透過部の色調を変化させるこ
となく、反射部の色調を自由に調整することができるようになるので、明るく所望の色調
を有する半透過型液晶表示装置を得ることができるようになり、加えて、カラーフィルタ
の膜厚の変化や段差も減らすことができるので、セルギャップの相違に基づく液晶分子の
配向の乱れを減少させることができるために、各画素の特性の差を小さく抑えることがで
き、高品位な半透過型液晶表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の半透過型液晶表示装置において、Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタ層を配置
した平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線に沿った簡略化した横断面図である。
【図３】従来の半透過型液晶表示装置において、Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタ層を配置し
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た平面図である。
【図４】図３のＡ－Ａ線に沿った簡略化した横断面図である。
【図５】カラーフィルタに透過部を設けた別の従来例の半透過型液晶表示装置において、
Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタ層を配置した平面図である。
【図６】図５のＡ－Ａ線に沿った簡略化した横断面図である。
【符号の説明】
１０　　半透過型液晶表示装置
１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂ　　カラーフィルタ層
１４　　透過電極
１６　　反射電極
１８　　ＴＦＴ素子
１９　　走査線
２０　　映像線
２２　　第１基板
２６　　透明電極
２８　　第２基板
３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂ　　各カラーフィルタ層の開口
３２ＲＢ　　赤（Ｒ）フィルタ層の開口３２Ｒに設けられた青（Ｂ）フィルタ層３２ＧＢ
　　緑（Ｇ）フィルタ層の開口３２Ｇに設けられた青（Ｂ）フィルタ層

【図１】 【図２】
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